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【年通号数】公開・登録公報2016-022
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【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/175    (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ    2/175    １５１　
   Ｂ４１Ｊ    2/01     ３０３　
   Ｂ４１Ｊ    2/175    １１９　
   Ｂ４１Ｊ    2/175    １６１　
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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月16日(2016.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体噴射装置のオンキャリッジ・ホルダーに装着される液体供給ユニットであって、
　第１面と、前記第１面に対向する第２面と、前記第１面と前記第２面とに交差する第３
面と、前記第１面と前記第２面とに交差し前記第３面に対向する第４面と、前記第２面か
ら前記第１面に向かう方向に前記第１面から突出する液体供給部と、を有する本体と、
　前記本体に取り付けられた係合構造と、を備え、
　前記係合構造は、
　　前記第１面側に設けられ、前記第２面から前記第１面に向かう方向に前記第１面から
突出し、前記液体供給ユニットが前記オンキャリッジ・ホルダーに装着された状態におい
て、前記オンキャリッジ・ホルダーの底壁に設けられた貫通孔と係合可能な係合部と、
　　前記第２面側に設けられ、前記係合部と前記オンキャリッジ・ホルダーとの係合を解
除可能な操作部と、
　　前記係合部と前記操作部との間に設けられ、前記係合部と前記操作部とを連結する連
結部と、を含む、ことを特徴とする液体供給ユニット。
【請求項２】
　請求項１に記載の液体供給ユニットにおいて、さらに、
　前記第３面から前記第４面に向かう方向に前記第４面から突出し、前記液体供給ユニッ
トが前記オンキャリッジ・ホルダーに装着された状態において、前記液体供給ユニットが
前記オンキャリッジ・ホルダー内で前記第１面から前記第２面に向かう方向に移動する動
きを規制可能な第２係合部、を備えることを特徴とする液体供給ユニット。
【請求項３】
　請求項１に記載の液体供給ユニットにおいて、さらに、
　前記第１面と前記第３面との間に配置される電気端子部を備え、
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　前記液体供給ユニットが前記オンキャリッジ・ホルダーに装着された状態において、前
記電気端子部は、前記オンキャリッジ・ホルダーにより前記第１面から前記第２面に向か
う方向に付勢され、
　前記係合構造は前記第３面から前記第４面に向かう方向において前記液体供給部と前記
電気端子部との間に位置する、ことを特徴とする液体供給ユニット。
【請求項４】
請求項１に記載の液体供給ユニットにおいて、
　前記係合部は一対の脚部を有する、ことを特徴とする液体供給ユニット。
【請求項５】
　請求項１に記載の液体供給ユニットにおいて、
　前記操作部は前記第２面から露出している、ことを特徴とする液体供給ユニット。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の液体供給ユニットにおいて、
　前記操作部が、前記第１面から前記第２面に向かう方向に沿って動かされることによっ
て、前記係合部と前記オンキャリッジ・ホルダーとの係合の解除が行われる、ことを特徴
とする液体供給ユニット。
【請求項７】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の液体供給ユニットにおいて、
　前記操作部が回転されられることで、前記係合部と前記オンキャリッジ・ホルダーとの
係合の解除が行われる、ことを特徴とする液体供給ユニット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
（６）本発明の第３の形態によれば、液体噴射装置のオンキャリッジ・ホルダーに装着さ
れる液体供給ユニットが提供される。この液体供給ユニットは、第１面と、前記第１面に
対向する第２面と、前記第１面と前記第２面とに交差する第３面と、前記第１面と前記第
２面とに交差し前記第３面に対向する第４面と、液体供給部と、を有する本体と；前記本
体に取り付けられた係合構造と；を備える。前記係合構造は、前記第１面側に設けられ、
前記第２面から前記第１面に向かう方向に前記第１面から突出し、前記液体供給ユニット
が前記オンキャリッジ・ホルダーに装着された状態において、前記オンキャリッジ・ホル
ダーの底壁に設けられた貫通孔と係合可能な係合部と；前記第２面側に設けられ、前記係
合部と前記オンキャリッジ・ホルダーとの係合を解除可能な操作部と；前記係合部と前記
操作部との間に設けられ、前記係合部と前記操作部とを連結する連結部と；を含む。
　この第３の形態によれば、操作部を用いて係合部とオンキャリッジ・ホルダーとの係合
を解除することができるので、従来技術に無い新たな係合機構によって、液体供給ユニッ
トをオンキャリッジ・ホルダーから取り外すことが可能である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
（８）上記液体供給ユニットは、さらに、前記第１面と前記第３面との間に配置される電
気端子部を備え；前記液体供給ユニットが前記オンキャリッジ・ホルダーに装着された状
態において、前記電気端子部は、前記オンキャリッジ・ホルダーにより前記第１面から前
記第２面に向かう方向に付勢され；前記係合構造は前記第３面から前記第４面に向かう方
向において前記液体供給部と前記電気端子部との間に位置するものとしてもよい。
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　この構成によれば、電気端子部の近傍に第１係合部が位置するので、電気端子部の電気
的接触を安定化することが可能である。
　上記液体供給ユニットにおいて、前記係合部は一対の脚部を有してもよい。
　この構成によれば、操作部を用いて一対の脚部とオンキャリッジ・ホルダーとの係合を
解除することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
（１１）上記液体供給ユニットにおいて、前記操作部は、前記第２面から露出しているも
のとしてもよい。
　この構成によれば、操作部が第２面から露出しているので、利用者が操作部を操作し易
い。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
（１２）上記液体供給ユニットにおいて、前記操作部が前記第２面から前記第１面に向か
う方向に沿って動かされることによって、前記係合部と前記オンキャリッジ・ホルダーと
の係合の解除が行われるものとしてもよい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
（１３）液体供給ユニットにおいて、前記操作部が回転されられることで、前記係合部と
前記オンキャリッジ・ホルダーとの係合の解除が行われるものとしてもよい。
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